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研究成果の概要 

実験のための二波長パルス光源を選定し、調達・構築を行った。選定に関し、第一案の検討を進めた結

果、一部光パルスの強度不足等の可能性が判明したため、代替案の構成を検討した。最終的に、モード

同期ファイバーレーザーから得られる光パルスをポンプ光とし、同一の光源から一部分岐させた光パ

ルスの第二高調波を信号光とする構成を選定した。次いで光源系を構築し、実験の要求条件を満たしつ

つ中心波長が可変な二波長パルス光源を実現した。実験条件に基づき試料（非線形媒質）を設計し、共

同研究先に試作を依頼し、第一次試作が完了した。また、デバイス動作の数値シミュレーションを実施

し、新たな時間領域光学素子の動作検証を理論的に行った。加えて次年度以降の量子干渉実験のための

光学系の構築を先行して着手した。今後、時間領域フォトニックデバイスの構築を進める。 
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